
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 上 の 目 次 を ク リ ッ ク す る と そ れ ぞ れ の 項 目 に 移 動 し ま す 。  

（項目が見あたらない場合は、同じページ内にありますので、下にスクロールしてみてください。） 

※ 文 字 を 大 き く し た い 場 合 は 、 マ ウ ス を 右 ク リ ッ ク → 【 ズ ー ム ツ ー ル ⇒ ズ ー ム イ ン 】 に て 調 整

し て み て く だ さ い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 入 院 患 者 数 ◎  

虫垂炎で入院した患者数 180 人

 

 

◎ 年 齢 構 成 ◎  

～9 歳 2 人

10～19 歳 33 人

20～29 歳 19 人

30～39 歳 43 人

40～49 歳 23 人

50～59 歳 15 人

60～69 歳 17 人

70～79 歳 12 人

80～89 歳 14 人

90 歳～ 2 人

虫垂炎で入院した患者の平均年齢 42.4 歳

虫 垂炎
ちゅうすいえん

とは 虫 垂 炎
ちゅうすいえん

の 分 類  

虫 垂 炎
ちゅうすいえん

の 検 査  虫 垂炎
ちゅうすいえん

の治療
標準的な入院

スケジュール

平成 22 年度 

デ ー タ 

平成 22 年度 

デ ー タ 

虫虫 垂垂 炎炎
ちゅうすいえん

にに つつ いい てて   

30～39歳
23.9%

20～29歳
10.6%

10～19歳
18.3%

40～49歳
12.8%

50～59歳
8.3%

60～69歳
9.4%

70～79歳
6.7%

～9歳
1.1%80～89歳

7.8%

90歳～
1.1%



◎ 在 院 日 数 ◎  

虫垂炎で入院した患者の平均在院日数 4.9 日

当院に入院した患者の平均在院日数  14.6 日

 

 

 

 

 

◎ 虫 垂 炎 で 入 院 し た 患 者 の 在 院 日 数 に よ る 分 布 ◎  

2 日 24 人

3 日 81 人

4 日 25 人

5 日 9 人

6 日 6 人

7 日 6 人

8 日 10 人

9 日 4 人

10 日 6 人

11 日～ 9 人

 

 

 

 

 

 

◎ 年 齢 別 平 均 在 院 日 数 ◎  

～9 歳 3.0 日

10～19 歳 3.2 日

20～29 歳 3.1 日

30～39 歳 4.4 日

40～49 歳 4.0 日

50～59 歳 4.2 日

60～69 歳 6.1 日

70～79 歳 9.2 日

80～89 歳 10.2 日

90 歳～ 6.0 日

虫垂炎で入院した患者の平均在院日数 4.9 日
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（日数）

10日
3.3%

5日
5.0%

6日
3.3%

7日
3.3%

8日
5.6%

9日
2.2%

11日～
5.0%

2日
13.3%

4日
13.9%

3日
45.0%



 

 

◎ 退 院 状 況 ◎  

自宅へ退院 178 人

他病院へ転院 2 人

 

 

 

 

 

 

 

※ 掲 載 し た 統 計 は 、DPC デ ー タ を 用 い た も の で す 。DPC デ ー タ は 、入 院 中 の「 最 も 医 療 資 源 を

投 入 し た 傷 病 名 」 に よ る 分 類 に 基 づ き ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

虫 垂 と は 、 小 腸
しょうちょう

（ 回 腸
かいちょう

） と 大 腸
だいちょう

（ 盲 腸
もうちょう

） の 間 に 位 置 す る 小 さ い 指 形 の囊
のう

(袋 状 の 臓 器 )で す 。

こ の 部 位 に 何 ら か の 原 因 で 炎 症 を 起 こ し 、腫 れ 上 が る 病 気 を 急 性 虫 垂 炎 と い い ま す 。俗 に“ 盲 腸 ”

と も よ ば れ て い ま す 。  

一 般 的 な 症 状 は 、右 下 腹 部 に 痛 み が 出 ま す が 、初 期 の 段 階 で は み ぞ お ち の 痛 み 、吐 き 気 、お 腹

全 体 の 不 調 だ け の こ と も あ り ま す 。  

虫 垂 炎 そ の も の は 深 刻 な 病 気 で は な く 、抗 生 剤
こ う せ い ざ い

の 投 与 や 、比 較 的 簡 単 な 手 術 で 治 療 す る こ と が で

き ま す 。し か し 、虫 垂 炎 が 進 行 し 、虫 垂 が 破 裂 し た り 、ほ か の 組 織 と 癒 着
ゆ ち ゃ く

す る と 、腹 膜 炎
ふ く ま く え ん

や 腸
ちょう

閉 塞
へ い そ く

な ど 危 険 な 合 併 症 を 引 き 起 こ し 、大 が か り な 手 術 が 必 要 に な っ て し ま い ま す の で 、早 め に 医 療 機

関 を 受 診 す る こ と が 大 切 で す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

虫 垂炎
ちゅうすいえん

とは 

虫垂 

小腸 

大腸 

盲腸 

胃
い

 肝臓
かんぞう

 

こ
の
ペ
ー
ジ
の

先
頭
へ
戻
る 

他病院へ転院
1.1%

自宅へ退院
98.9%



 

 

 

急 性 虫 垂 炎 の 症 状 が 出 現 し て 時 間 が 経 過 す る と 、 次 の よ う に 進 行 し て い き ま す 。  

◎ カ タ ル 性 虫 垂 炎 ◎  

最 も 軽 度 な 炎 症 で 、 点 滴
て ん て き

に よ る 抗 生 剤
こ う せ い ざ い

の 投 与 で も 治 療 が 可 能 な 状 態 。  

 

◎ 蜂 窩
ほ う か

織 炎
し き え ん

性
せ い

虫 垂 炎
ちゅうすいえん

◎  

炎 症 が 進 み 、虫 垂 の 壁 は 破 れ て い な い も の の 、膿
う み

が 虫 垂 の 内 部 に 充 満 し て い た り 、虫 垂 の 表 面

に 膿 を 認 め 、 手 術 が 必 要 な 状 態 。  

 

◎ 壊 死
え し

性
せ い

虫 垂 炎
ちゅうすいえん

◎  

さ ら に 炎 症 が 進 む と 壊 死 に 至 り 、虫 垂 の 壁 が 腐 っ て 破 れ 、腹 膜 炎
ふ く ま く え ん

を 起 こ す 危 険 性 が あ り 、手 術

が 不 可 欠 な 状 態 。  

 

◎ 汎 発
は ん は つ

性
せ い

腹 膜 炎
ふ く ま く え ん

◎  

虫 垂 の 壁 が 腐 っ て 破 れ 、 膿 が 下 腹 部 へ 広 が っ て し ま い 、 お 腹 全 体 に 炎 症 が 広 が っ た 状 態 。  

 

 

 

 

 

虫 垂 炎 の 診 断 で は 、 先 ず 、 触 診
しょくしん

と 血 液
け つ え き

検 査
け ん さ

が 行 わ れ ま す 。 必 要 に 応 じ て 、 腹 部
ふ く ぶ

超 音 波
ち ょ う お ん ぱ

検 査
け ん さ

、

Ｃ Ｔ ス キ ャ ン な ど で 検 査 し ま す 。虫 垂 炎 の 検 査 で は 、虫 垂 炎 だ け に 特 有 な 症 状 や 検 査 所 見 が あ ま

り な い の で 、正 確 な 診 断 が 難 し い こ と も あ り ま す 。右 下 腹 部 の 腹 痛
ふ く つ う

に は 、虫 垂 炎 以 外 の 疾 患 も 考

え ら れ る た め で す 。  

◎ 腹 部 触 診 ◎  

腹 部 を 触 っ た り 押 し た り し て 、 痛 み の 箇 所 や 、 腹 筋
ふ っ き ん

の 状 態 を 調 べ ま す 。  

◎ 血 液 検 査 ◎  

発 症 か ら 約 12 時 間 を 経 過 す る と 、血 液 検 査 で 白 血 球
はっけっきゅう

数 が 増 え 、炎 症
えんしょう

反 応
は ん の う

（ Ｃ Ｒ Ｐ ）が 上 昇 す

る た め 、 血 液 を 採 取 し 検 査 を 行 い ま す 。  

◎ 腹 部
ふ く ぶ

超 音 波
ち ょ う お ん ぱ

検 査
け ん さ

◎  

超 音 波（ 耳 で 聞 こ え る 音 よ り も 非 常 に 高 い 音 ）を 用 い て 、虫 垂 や お 腹 の 中 を 観 察 す る 検 査 で す 。  

◎ Ｃ Ｔ ス キ ャ ン ◎  

X
えっくす

線
せ ん

撮 影
さ つ え い

装 置
そ う ち

で 、360 度 の 方 向 か ら 放 射
ほ う し ゃ

線
せ ん

を 体 に 当 て 、身 体 の 内 部 を

コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 輪 切 り 画 像 を 作 成 し 、 お 腹 の 中 の 状 態 を 調 べ ま す 。 

 

虫 垂炎
ちゅうすいえん

の分類 

虫 垂炎
ちゅうすいえん

の検査 



 

 

 

 

炎 症 が 軽 度 な 場 合 に は 抗 生 剤
こ う せ い ざ い

に よ る 治 療 、い わ ゆ る“ 散
ち

ら す ”こ と も で き ま す が 、多 く の 場 合 、

手 術 に よ る 治 療 が 簡 単 で 安 全 な こ と も あ っ て 、 虫 垂 切 除 術 が 行 わ れ る の が 普 通 で す 。  

◎ 抗 生 剤 治 療 ◎  

炎 症 が 軽 度 で あ れ ば 、適 切 な 抗 生 剤 の 投 与 で 治 療 す る こ と が で き ま す 。し か し 、再 発 の 危 険 が

あ り ま す 。  

 

◎ 手 術 治 療 ◎  

【 虫 垂 切 除 術 】  

右 下
み ぎ か

腹 部
ふ く ぶ

を 数 cm に わ た っ て 切 開 し 、 虫 垂 の 切 除 を 行 い ま す 。  

【 腹 腔
ふ く く う

鏡 下
き ょ う か

虫 垂
ちゅうすい

切 除 術
せつじょじゅつ

】  

お 腹 に １ ｃ ｍ 前 後 の 小 さ な 傷 を 何 カ 所 か つ け て 穴 を 開 け 、１ つ の 穴 か ら 腹 腔 鏡 を 挿 入 し て お 腹

の 中 を テ レ ビ モ ニ タ ー に 映 し て 観 察 し 、別 の 穴 か ら 、鉗 子
か ん し

と い う 細 い マ ジ ッ ク ハ ン ド の 様 な 器 具

を 使 っ て 、 虫 垂 の 切 除 を 行 い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 腹 膜 炎
ふ く ま く え ん

手 術
しゅじゅつ

】  

炎 症 が 進 み 、 虫 垂
ちゅうすい

が 腐 っ た り 穴 が 開 い て し ま う と 、 膿
う み

や 腸
ちょう

液
え き

が 漏
も

れ 、 虫 垂 の 外 に ま で 炎 症 が

及 ん で し ま い ま す 。  

炎 症 の 部 位 が 限 ら れ て い る も の を『 限 局 性
げんきょくせい

腹 膜 炎
ふ く ま く え ん

』と 言 い 、お 腹 全 体 に 炎 症 が 広 が っ て し ま っ

た も の を 『 汎 発
は ん は つ

性
せ い

腹 膜 炎
ふ く ま く え ん

』 と 言 い ま す 。  

 

こ の よ う な 場 合 に は 、 虫 垂 を 切 除 す る と と も に 、 お 腹 の 中 の 洗 浄 も 行 い ま す 。  

 

 

 

 

治療日程の概要をみる

虫 垂炎
ちゅうすいえん

の治療 

治療日程の概要をみる

治療日程の概要をみる

こ
の
ペ
ー
ジ
の

先
頭
へ
戻
る 



 

 

 

 

当 院 で は 治 療 や 検 査 を 進 め る 標 準 的 な ス ケ ジ ュ ー ル 表 を あ ら か じ め 作 成 し て い ま す 。ス ケ ジ ュ

ー ル 表 に 沿 っ た 治 療 、 検 査 を 行 う こ と で 、 治 療 内 容 や 安 全 性 を 一 定 に 保 つ こ と が で き ま す 。（ 緊

急 入 院 や 合 併 症 の あ る 場 合 な ど は 、 個 別 に ス ケ ジ ュ ー ル を 立 て る こ と が あ り ま す 。） 当 院 で の 、

虫 垂 炎
ちゅうすいえん

の 治 療 に 対 応 す る ス ケ ジ ュ ー ル 表 は 3 種 類 あ り 、 主 な 内 容 は 以 下 の と お り で す 。  

 

＝ 治 療 ＝  

  ◆ 虫 垂
ちゅうすい

切 除 術
せつじょじゅつ

 

  ◆ 限 局 性
げんきょくせい

腹 膜 炎
ふ く ま く え ん

を 伴 う 虫 垂 切 除 術  

  ◆ 汎 発 性
は ん は つ せ い

腹 膜 炎
ふ く ま く え ん

を 伴 う 虫 垂 切 除 術  

 

 

◎  虫 垂 切 除 術 ◎  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標準的な入院 

スケジュール 

医師と看護師より退院後
の生活について説明があ
ります。

夜に痛み止め等を飲みます。

治
療

処
置

手術前におへそをきれ
いにします。
手術を行います。

傷の様子を診ます。

指
導

説
明

麻酔科医より麻酔の説
明があります。

医師より手術後の説明がありま
す。

注
射

手術前から点滴を行い
ます。

清
潔

身体を拭きます。 身体を拭きます。

内
服

痛み止め等を飲みます。

朝食から普通のご飯がで
ます。

安
静
度

ベットから降りないで
下さい。ベットの上で
は自由です。

手術後４時間はベットから降り
ないで下さい。ベットの上では
自由です。その後は病院の敷地
内であれば制限はありません。

病院の敷地内であれば制限
はありません。

食
　
事

食べたり飲んだりでき
ません。

手術後６時間後からお水やお茶
が飲めます。

朝食からおもゆがでます。
昼食から５分粥がでます。
夕食から全粥がでます。

術後２日目術後１日目手術当日（術後）手術当日（術前）

薬剤師より薬について説明
があります。

経過

手術後の点滴を行います。
午前から点滴1本を行ない
ます。朝と夕に抗生剤の点
滴を行います。



◎ 限 局 性
げんきょくせい

腹 膜 炎
ふ く ま く え ん

を 伴 う 虫 垂
ちゅうすい

切 除 術
せつじょじゅつ

◎  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 汎 発 性
は ん は つ せ い

腹 膜 炎
ふ く ま く え ん

を 伴 う 虫 垂 切 除 術 ◎  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 次 の ペ ー ジ に 続 き ま す ）  

 

経過 術後１日目手術当日（術後）手術当日（術前） 術後５日目術後４日目術後３日目術後２日目

朝食から普通
のご飯がでま
す。

安
静
度

ベットから降りない
で下さい。ベットの
上では自由です。

手術後４時間はベットから降り
ないで下さい。ベットの上では
自由です。その後は病院の敷地
内であれば制限はありません。

病院の敷地内であ
れば制限はありま
せん。

食
　
事

食べたり飲んだりで
きません。

手術後６時間後から水やお茶が
飲めます。

朝食からおもゆが
でます。
昼食から五分粥が
でます。
夕食から全粥がで
ます。

清
潔

身体を拭きます。
シャワー浴が
できます。

内
服

痛み止めを飲みま
す。

夜に痛み止め等を飲みます。

医師と看護師よ

り退院後の生活

について説明が

あります。

薬剤師より薬につ
いて説明がありま
す。

検
査

血液検査を行いま
す。

血液検査を
行います。

治
療

処
置

手術前におへそをきれい

にします。

手術を行います。

傷の様子を診ま
す。

朝と夕に抗生剤の点
滴を行います。

指
導

説
明

麻酔科医より麻酔の
説明があります。

医師より手術後の説明がありま
す。

注
射

手術前から点滴を行
います。

手術後の点滴を行います。

午前から点滴1本を
行ないます。朝と
夕に抗生剤の点滴
を行います。

術後3日目術後2日目術後1日目経過 手術当日：術後手術当日：術前

食
事

食べたり飲んだりでき
ません。

お水やお茶が飲めます。
朝食からおもゆが出ま
す。

安
静
度

ベットから降りないで
下さい。ベットの上で
は自由です。

手術後４時間はベットから
降りないで下さい。ベット
の上では自由です。その後
は病院の敷地内であれば制
限はありません。

病院の敷地内であれば制
限はありません。

清
潔

身体を拭きます。
おなかの管が抜けたらシャ
ワー浴ができます。

注
射

手術前から点滴を行い
ます。

手術後の点滴を行います。
24時間点滴を行います。
朝・昼・夕に抗生剤の点
滴を行ないます。

午前から点滴3本を行ない
ます。朝・昼・夕に抗生剤
の点滴を行ないます。

傷の様子を診ます。
様子をみてお腹の管を抜
きます。

午前から点滴2本を行な
います。朝・昼・夕に抗
生剤の点滴を行ないま
す。

検
査

血液検査を行います。レ
ントゲン撮影を行いま
す。

血液検査を行います。

説明
指導

麻酔医より麻酔の説明
があります。

医師より手術後の説明があ
ります。

治
療

処
置

おへそをきれいにしま
す。

手術を行います。

手術中にお腹に管が入りま
す。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外科の 

ページへ

こ
の
ペ
ー
ジ
の

先
頭
へ
戻
る 

他
の
病
名
で

調
べ
る 

術後4日目 術後5日目 術後6日目経過

説明
指導

医師と看護師より退院後
の生活について説明があ
ります。

入浴ができます。

注
射

午前から点滴1本を行
ないます。

検
査

血液検査を行います。

清
潔

おなかの管が抜けたら
シャワー浴ができま
す。

術後7日目 術後8日目

治
療

処
置

傷の様子を診ます。

安
静
度

病院の敷地内であれば
制限はありません。

食
事

朝食から５分粥が出ま
す。

朝食から全粥が出ます。
朝食から普通のご飯が出
ます。

※ 掲 載 さ れ い て い る 「 入 院 ス ケ ジ ュ ー ル 」 等 は 、 平 成 23 年 5 月 1 日 現 在 の も の で す 。 内 容

は 変 更 と な る 可 能 性 が あ り ま す 。  

http://www.ai-hosp.or.jp/use_admission/usage_guide/usage_guide05.html
http://www.ai-hosp.or.jp/shinryo/dept_3.html

